
官
衛
区
画
は
、
周
辺
に
予
想
さ
れ
る
倉
庫

・
収
納
施
設
群
と
は
や
や
異
な
る
何

ら
か
の
作
業
場
と
宿
舎
的
機
能
を
兼
ね
た

一
角
か
と
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

□
□
□

②

　

□

①

　

□

ω

　

□

四
点
は
い
ず
れ
も
柾
目
の
削
暦
で
、
文
字
は
判
読
で
心
な
か
っ
た
。
同
質
材

で
〔
小
片
の
た
め
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
削
暦
が
他
に
九
点
出
土
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

・
側
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『向
日
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
』
四
三

（
一
九
九
六
年
）

（松
田
留
美

・
清
水
み
き
）

長
岡
京
左
京
第
三
七
三
次
調
査

（二
条
二
坊
八
町
）
出
上
の
漆
紙
文
書

八
町
の
宅
地
は
、
金
属
生
産
に
関
わ
る
宮
外
官
衛
工
房
の

一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。
漆
紙
文
書
は
、
径
二
五
釦
の
曲
物
容
器
の

〃
ふ
た
紙
″
に
復
原

で
き
、
三
行
計
二
三
文
字
が
残
存
す
る
。
第

一
行
と
第
三
行
は
右
下
に
注

が
あ
る
。
行
間
は
約
二

・
三
∽
、　
一
文
字
の
大
き
さ
は
約

一
・
二
伽
、
注

の
文
字
の
大
き
さ
は
○

・
七
～

一
・
〇
蝕
を
測
る
。
墨
界
は
な
い
。

×
工舎
技
郡
戸
主
上
継
之
家
作
立
在
也

□
大
田
六
段
　
〔役
Ｌ

×
段
□
回
一
段

内
容
か
ら
、
中
央
官
司
が
管
理
す
る
田
地

（官
田

。
勅
旨
田
な
ど
）
の

検
田
関
係
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
の
詳
細
は
報
告
書
に
譲
る
が
、

釈
読
不
明
の
三
文
字
が
刊
行
後
に
判
明
し
、
第

一
行
の
注
の
下
部
は

「家

作
立
在
也
」
と
な
っ
て
、
日
の

一
角
に
家
屋
が
所
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

（働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
報
告
書
』
四
三
　
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（清
水
み
き
）
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